
             →　各学科の担当教員と支援室

＜本学の申請手順＞

（A)申請者本人からの申請要請（窓口、メール、電話等）

※申請書は障害学生支援室ホームページからダウンロード可能

根拠書類（障害者手帳・診断書など）の有無

（A)根拠書類の取得

＜根拠書類の取得例＞

・障害者手帳の取得・更新

・かかりつけの医療機関で診断書を取得

・創価大学保健センターを受診 → 紹介された医療機関で診断書を取得

（A)申請書・根拠書類を障害学生支援室に提出

（A/D)支援室相談員との面談

（支援計画案の作成）

（D/B)支援室からアカデミック・アドバイザー

（以下、アドバイザー）に配慮申請の旨を報告

（D)支援計画案に基づき教職員協議会を開催

（D)合理的配慮支援計画書を作成

申請者の同意を得る

※この作業は申請者の合意が

得られるまで継続

（D)支援室からアドバイザーへ合理的配慮支援計画書を送付

申請者への履修及び修学相談の機会設定を要請

（A/B)アドバイザーと申請者による履修相談

（難しい場合は、教務課窓口での履修相談）

（D)履修指導及び合理的配慮計画書に対する申請者の合意を確認

合理的配慮通知を作成・申請者へ送付

（A)申請者自身による授業担当教員への合理的配慮通知の提出

（対面またはメールなど）

（A/C)当該授業における具体的な配慮方法について教

員と申請者による話し合い
※教員からの配慮内容に関する

相談は支援室へ

（C)話し合いで合意された合理的配慮の提供開始

（A/D)中間・学期末のフィードバック面談

（C)各セメスター終了後、授業担当教員に合理的配慮のアンケートを実施

あり なし

（A）学生 （B）アドバイザー教員（C）授業担当教員 （D）支援室


